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日本・北海道の企業が抱える問題：
ガバナンスの観点から
吉　見　　　宏 
１．日本製品・サービスへの信頼感
日本の貿易収支は赤字基調
輸入額（主として中国）の拡大と，海外への生産拠点の移転
輸入額が減れば貿易収支が改善する構造
外国人旅行者の拡大で，「日本製」への期待が顕在化
国内での製造に戻る傾向も出てきている。
背景には，日本の低成長もある。
２．北海道の農林水産品への信頼
もともと，日本国内での「北海道ブランド」は強かった。
デパートの催事での人気
一方で，「安い」農産物の産地としての位置づけもあった。
安心できる農産物，サケ・ホタテなどの安定した出荷
世界の市場への輸出へ。
「十勝」など，北海道の特定地域のブランドも健闘している。
３．品質への信頼を揺るがす企業不祥事
データの改竄
東洋ゴム工業（2015），神戸製鋼所（2017），KYB（2018）など
食品・食材偽装
赤福（2007），船場吉兆（2007），阪急阪神ホテルズ（2013）など
問題の放置・隠蔽・偽装など
三菱自動車（2000，2009），てるみくらぶ（2017），はれのひ（2018），レオパレス
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２１（2019）など
４．北海道でも
雪印乳業（2000）：食中毒（大樹工場での汚染）
雪印食品（2002），日本ハム（2002）：牛肉の偽装で政府買い取り
ふうどりーむず（2006）：おせち料理過剰受注
石屋製菓（2007）：賞味期限改竄
ミートホープ（2007）：品質偽装
JR北海道（2013）：データ偽装
５．なぜ問題は起こるのか
①責任者がわからない。
首謀者がわからない。誰かが意図したのではなく，なんとなくやってしまっている。
責任者の「処罰」が難しい。
欧米流のガバナンスが効かない。
②品質への自信がある。
むしろ，過剰な品質のものを提供していると思い込んでしまっている。
しかし，品質の保証は日本流の「結果」から「過程」に転換してきた。
③人への信頼が揺らいでいる。
人と人との信頼関係で成立してきた日本の企業ガバナンス
少子化の中で，常識や経験が伝えられない。
労働市場の変化
④宗教観が薄い。
最後の砦の「倫理」が機能しにくい。
６．未来へ向けて
社内外の多くの目を経営に取り入れる機会をつくる。
非公式なものでもよいが，形式的にならないようにする。
守れないルールはつくらない。
高い品質を目指した厳しすぎるルールになっていないか。
倫理観の形成
これは一番難しい。
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ブランドの重視
ブランド力はこれからの日本の，北海道の力の源泉
企業不祥事はブランドを簡単に毀損する。
ご清聴ありがとうございました。
